
　

　

毎年５月５日は、男の子の健やかな成長と幸せを願う「端午の節句」です。中国から伝わった行事で、もとは

邪気を払うとされる菖蒲やよもぎを積んで家の軒先に飾ったり、お風呂に入れて無病息災」を願う風習がありま

した。江戸時代の武家社会において「菖蒲」が「勝負」や「尚武(武を尊ぶこと)」に通じることから、男の子の

節句となり、武者人形や兜を飾るようになりました。

５月５日は「こどもの日」でもありますが、こどもの日は男女関係なく「こどもの人格を重んじ、子供の幸福

を図るとともに、母に感謝する」ことを目的に制定された国民の祝日です。

令和８年5月皆野町学校給食センター

風薫るすがすがしい季節になりました。

新年度から１か月、新しい環境にも慣れ

てきたころでしょうか。ゴールデン

ウィーク明けは緊張感がゆるみ、心や体

に疲れが出てくる時期です。毎日を元気

に過ごせるように、食事・睡眠・運動の

３つを意識してみましょう。

５月２日は八十八夜です。立春（２

月４日ごろ）から数えて88日目の日に

あたり、霜が降りなくなり気候が安定

する時期として、昔から農作業を始め

る目安とされてきました。八十八夜と

いえば、「夏も近づく八十八夜〜♪」

という茶摘み歌が知られていますが、

茶畑では新茶の収穫時期を迎えます。

八十八夜に摘んだ新茶を飲むと長生き

するという言い伝えがあるように、お

茶には健康に役立つ成分がたくさん含

まれています。急須でお茶をいれる機

会が少なくなっていますが、この時期

だけの新茶を楽しんでみませんか？

給食では１日は「こどもの日」にちなんだゼリー。１４日は「八十八夜献立」として、旬の竹の子、カツオ、

お茶を使用した献立となっております。お楽しみに♪


